

第6章　　　世界最先端マーケティング（チャネルシフト戦略）の未来
　チャネルシフトは、オンラインに軸足を置く企業が新たな顧客を獲得すべくオフラインへと進出する現象であり、同時にオフラインに持ち込まれた新しい戦い方である。これを実践する企業は「個客」を認証する技術を活用し、その行動データを収集し、それをもとにマーケティング要素自体を変革し、1人ひとりに最適な提案を仕掛ける。そうなると、顧客の行動データをいかに蓄積するか、そしてそれをどう活用するかは、これからの経営全体においての大きな戦略要素になる。本文で示した事例がすべてではないし、方法はもっとあるはずだ。
もちろん通販企業やオフライン店舗を展開する企業も、顧客データを活用してきた。しかし、その多くが、「購入」という「点のデータ」だった。これに対してオフライン企業は、顧客の買い物行動プロセス全体での行動データを重視する。データをオフラインに循環させて活用できる企業から見れば、行動データ獲得のためだけでも、オフラインに進出する価値は十分にある。オンラインでのつながりに、オフライン店舗を組み合わせると、購買体験は圧倒的に強く深いものになるのだ。
　チャネルを単なる販売の場と捉えているオフライン企業は、そのことを忘れており、その隙をついているのが、オンライン企業なのである。今世界ではコロナ禍で気軽にオフライン店舗へ足を運ぶことが出来ない状況で、そのせいで店の看板を下ろす企業も後を絶たない。だからこそ、オフラインとオンラインを融合させ、オンラインよりも遥かに大きいオフラインでの接点に入り込み、顧客とのつながりをつくることが、世界中の企業に光をもたらすのである。

岡山商科大学経営学部商学科卒業論文　田中潔ゼミ　2021(令和３)年度　- １ -

